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植田家に伝わった河内木綿
　
　皆さんこんにちは。ただいま過分なご紹介をい
ただきました、八尾市立歴史民俗資料館の李熙連
伊と申します。私は大学時代、この後ご講演され
ます藪田先生に教わり、本当に素晴らしいご縁が
ずっと続いておりまして、今日こういった形で先
生と同じ席でご報告させていただけることを大変
うれしく思いつつ、緊張もしております。随分昔
に卒論で先生の前で報告して以来なのですごく緊
張しているのですが、前座を盛り下げることのな
いように頑張って務めたいと思いますので、どう
ぞ会場の皆さんも盛り上げてくださいますように
お願い申し上げます。
　私は大学時代藪田先生のもとで近世史を学び、
卒業以来ずっと千塚にございます八尾市立歴史民
俗資料館に勤務しております。資料館は開館して
もう 19年になります。資料館のほうでは皆さん
もよく御存知のとおり、毎年綿を栽培しておりま
す。私は収穫した綿を使って、綿繰りや糸紡ぎな
ど、綿を利用した普及活動を主にやっております。
そして去年出前授業として、この近くでしたら永
畑幼稚園の年長さんたちに綿繰りと糸紡ぎを教え
に行ったりしております。普段資料館では、河内
木綿をはじめ木綿資料全般を専門に担当しており
ます。そこで今日は、安中の龍華地区の皆さんに、
ぜひこの地区に伝わった大変素晴らしい貴重な木
綿資料を間近に見ていただこうと思いまして、こ
のように並べられるだけの資料を持ってまいりま
した。午前中の植田家の現地報告会を聴かれた
方がほとんどだと思うのですが、数年後に資料館
のような建物ができましたときには、このような
形で皆さんに見ていただくことは、恐らくできな
いと思います。展示ケースのガラス越しといった
形でご覧いただくことになると思いますので、今
日のように直に見れるチャンスは最初で最後だと
言っていいと思います。ですので、できるだけこ
の地区に住んでおられる皆さんに見ていただい
て、「あ、これ知ってるで」とか「こんなんうち
でも使ってた」などいろいろと教えていただきた
いと思っておりますので、よろしくお願いします。
　さて、植田家は旧安中新田の新田会所の支配人
をしていたお宅だというご報告が午前中もあった
かと思うのですが、植田家にはたくさんの資料が
残っております。現在までまだ５回ぐらいしか調
査に入っておりませんので、今日皆さんにお話し
できることは、延べ日数５日間くらいの成果でし
かないんです。しかし木綿資料を見た感じでは、
安中の新田会所としての公的な資料というより
は、むしろ裕福なお宅に伝わった一般の木綿資料
といったような印象があります。ですので、安中
新田会所だからというのではなく、この地域の、
広く言えば河内の裕福なお宅に伝わっている河内
木綿ということで、見ていただけたらいいと思い
ます。
　まず会場の真ん中にございますのが、節句幟で
す。皆さん、幟といいますと５月の鯉のぼり、吹
流しがあって、鯉が泳いでいる姿を想像されるか
と思います。あの鯉のぼりというのは実は新しく
て、江戸時代の節句幟はこういう縦長の絵幟なん
です。こちらのお宅には、３本節句幟がありまし
た。
　１本目の節句幟から説明したいと思います（【写
真 1】(1) ～ (6)）。節句幟の一般的な部分名称か
ら申しますと、上の方に黒い２本の線があります
が、これを「二引き」と申しまして、上の太いほ
うがお父さん、下の細いほうがお母さんを表して
いるそうです。次に家紋が２つございますが、上
のほうの家紋はそこのお家の家紋です。植田さん
のところは丸に卍紋ですので、植田家に伝わった
丸に卍紋が描かれています。それで下のほうの家
紋は贈り主のお家の家紋だそうです。ですから、
例えばお母さんの里方だったらそちらの紋になり
ますでしょうし、親戚に子供さんができたからと
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いって作ってくださったら、作ってくださった方
の家の紋になります。それと、あと周辺にびらび
らとなっているのは、「乳
ち
」といいます。このちょっ
と出っ張っているところから「乳
ち
」というのだそ
うです。
　それでいよいよ本体といいますか、絵の部分に
ついて説明いたします。ここは子供に健やかに力
強く賢く育って欲しいという、親の思いを託して
描いた部分だそうです。皆さんはこの絵は何の
絵だと思われますか？馬に乗った老人、橋、男
性、川に流れている靴が描かれています。節句幟
にどのような画題が描いてあるのかを見つけるの
はすごく難しく、いろいろな方にお願いして教え
ていただきました。現在京都府立山城郷土資料館
におられます学芸員の伊藤太さんが、こういった
幟の事例をたくさん見ていらっしゃって詳しいん
です。その方や、大阪歴史博物館に大坂画壇、大
【写真 1】（1）黄石公
【写真 1】（2）張良
【写真 1】（3）家紋（左）植田家（右）贈り主
【写真 1】(4)
「森周仙」署名
【写真 1】(1) ～ (4)
　黄石公が『三略』を張良に授ける図
　（幅 61.5cm×長さ 757.5cm；部分）
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坂で活躍した絵師たちのことを専門に研究してお
られる岩佐伸一さんとおっしゃる学芸員がいらっ
しゃいます。こういった方々にお聞きましたとこ
ろ、やっとわかりました。これは実は中国のお話
でして、画題は「黄石公が『三略』を張良に授け
る図」といいます。この老人は黄石公といいます。
この老人が手に持っているこの巻物が『三略』と
いって、上中下巻と３本ある兵法書です。戦の仕
方などの秘伝を書いてあります。この『三略』と
いうものをこの男性、すなわち張良に授けている
ところの図だそうです。これにはいろいろ逸話が
ございまして、この張良が散歩していたら、ある
とき橋の上で老人に出会うんだそうです。その老
人が自分の靴をわざとポーンと川の中に投げて、
「おい、そこの君、取ってくれ」みたいなことを言っ
て、通りかかった張良が取ってあげるんですね。
そしたら今度は「わしの足に履かせてくれ」と老
人が言って、張良はご老人は大事にしなければと
いう思いで渋々履かせて差し上げるそうです。そ
れでこの老人が張良に「今度もう１度この橋の上
で会おう」という約束をします。しかし張良は、
２度約束の時間に遅刻してきたそうです。このこ
とに対して、この老人、すなわち黄石公は怒って、
「３度目は間に合わなかったらあかんぞ」と言う
ので、張良は前の晩から来て待っていたそうです。
それで何度でも靴を拾って履かせてあげるという
張良の忍耐強さが認められて、黄石公に、「『三略』
という兵法書を授けてあげよう」と言ってもらっ
たときの図だそうです。このお話は、中国の史記
が画題のベースになっております。
　ここに森周仙筆というサインが入っているので
すが、この名前から何かわからないかなぁと思
い、岩佐さんにおたずねしたところいろいろと調
べて下さいました。その結果、江戸時代にものす
ごく人気のあった森派という大坂画壇の一派があ
るんですが、その森派の中に周仙という名前は見
当たらなかったそうです。絵自体はどちらかとい
うと狩野派の画風なんだそうです。しかも狩野派
といいましても、奥絵師、つまり大名屋敷などの
屏風とかふすま絵を描くような狩野派ではなく、
町狩野と申しまして、庶民が好む題材を著名な画
家さん風にまねて描く町絵師、この場合狩野派の
タッチをまねた町絵師が描いたのではないかと岩
佐さんはおっしゃっていました。名前が「森」で
あるのは、おそらく大坂では森派のほうがネーム
バリューがあって、「森何某」というふうにして
おいたほうがいいと考えたのではないかというの
が、今のところの結論なんです。ただわからない
ことがたくさんありますのでこれからもまた調べ
まして、わかりましたら皆さんにご報告させてい
ただきたいと思います。
　２本目の幟は、すごく幅が広くて長さも長いん
です（【写真 2】(1) ～ (6)）。皆さん、これは何が
描かれているのかおわかりになると思いますよ。
複数の頭を持つ龍のような生き物が美味しそう
に、クピクピクピと何か飲んでいます。日本の古
いお話のなかに、龍のような生き物を酒に酔わせ
て何とかかんとかというのは、ヤマタノオロチで
すよね。ですからこの人はヤマタノオロチを退治
したスサノオです。娘さんが夜な夜な食べられて
困っているところにヒーロー登場ということにな
るんですね。このヤマタノオロチというのは８つ
の頭があるというよりは、巨大な霊力を持つとい
う意味だそうです。それでこの幟も先ほどの幟と
同じで、上の「二引き」の太いほうがお父さん、
【写真 2】(1) スサノオとヤマタノオロチ
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細いほうがお母さん、そして、下の家紋が若干不
思議なんですが、植田さんのところの丸に卍紋で
はなく、丸に剣片喰紋なんです。贈り主は丸に木
瓜紋、どういう由来で伝わったのかはちょっとわ
かりません。それから「乳
ち
」と、左下隅に三角形
の赤い部分があります。これは「振り止め」とい
います。幟を立てますとパタパタとはためきまし
て、絵がきれいに見えないので、この下に「さる
ぼぼ様」といって、中に綿が入っているお猿さん
の人形や、三角形の綿入れを３つくらい重ねて吊
り下げ、パタパタとはためかないようにするとこ
ろです。これはしっかり「振り止め」が残ってい
ますね。こういった赤色を使うのはやはり疱瘡除
けのためでしょうか。赤色は民俗学的に魔除けな
どの意味があります。昔、子供さんのお風呂上り
に使っていた湯上り、今で言うバスタオルは、コー
ナーが赤かったりします。
　この幟は赤や黄や群青など顔料がすごく鮮やか
なんです。すごく大きいですしね。これが本当に
かかっていたら、さぞや、「おおーっ」という感
じだったんでしょうが、皆さんの中でこれがか
かっていたのを覚えておられる方はいらっしゃい
ませんか。さすがにそこまではいらっしゃらない
でしょうか。
　さてこの幟の筆者のサインですが、「重信」と
書かれております。この「重信」というのは下の
名前だけですよね。江戸で大変有名な柳川重信と
いう絵師さんがいらっしゃって、その人を筆頭に
「…重信」というのは絵描きさんの中でたくさん
ある名前だそうです。重信と名乗る著名な絵師が
多いということなんですね。
　画風に関していうと、これもやっぱり狩野派を
意識した人が描いていて、しかも厳格な狩野派で
はなくて、庶民的にデフォルメして描いていると
いうのが、伊藤さんや岩佐さんの感想でした。
　それでは３本目は何のお話でしょうか（【写真
3】(1) ～ (4)）。２本目をご覧になって３本目をご
覧になると、顔料が落ち着いている感じがしませ
んか。ですので２本目の幟よりは、こちらの幟の
ほうが時代は古いのではないかと考えています。
　こちらの幟も２本目と同じように「重信」と書
かれています。しかし重信の下の落款が２本目の
印とまた違うんです。この印を手がかりに調べて
みたのですが、いま一つよくわからなくて、今日
に間に合いませんでした。
　次に家紋ですが、丸に卍紋ですね。まぎれもな
く植田さんのところに贈られたものです。そして
【写真 2】(2) ヤマタノオロチ　　※囲み部分は振り止め
【写真 2】(3) 二引き 【写真 2】(4) 家紋（丸に剣片喰）
【写真 2】(5) 家紋（丸に木瓜）【写真 2】(6)「重信」署名
【写真 2】(1) ～ (6)
「スサノオがヤマタノオロチを退治する図」
（幅 96.0 ㎝×長さ 945.0 ㎝；部分）
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贈り主の紋が丸に違い鷹の羽紋です。コーナーに
は赤い振り止めがついております。この幟に描
かれている人物も見るからに日本の人じゃないで
すよね。すごい鉄剣を振りかざしてごつい鎧を着
ていますが、この画題は三国志からです。三国志
について私は詳しくないので簡単に済ませたいと
思うのですが、この人が抱いている赤ちゃんがポ
イントになるんです。この赤ちゃんがのちのち誰
になるかというと、蜀の国の第二代目の皇帝にな
る人です。幼名は阿斗といいます。この赤ちゃん
が武将に助けられているシーンが描かれていまし
て、この武将は趙雲です。この趙雲は三国志ファ
ンの中で最も人気のある、最強のスーパーヒー
ローといわれている人物だそうです。この阿斗の
お父さんが劉備という蜀の国の初代皇帝なんで
す。劉備が魏の曹操に攻められたときに、何を思っ
たか阿斗ちゃんを置き去りにしてしまうんです。
この置き去りにされた阿斗ちゃんをスーパーヒー
ローの趙雲が救い出すという大変勇ましいお話を
描いております。最後に上の二引きのところに鶴
が描かれています。面白いですね。とても手が込
んでいます。
　このように幟には三国志に題材をとっているも
のが数多く見られます。三国志は実際の三国の正
しい歴史のお話ですが、それに対しまして『三国
志演義』というのもあります。これは実際の三国
志には登場しない、いろいろなスーパーヒーロー
を書き足して、もうそれは壮大なストーリーで、
江戸時代の日本の人々もとても夢中になったそう
です。読み本から刷り物まで爆発的に広がるそう
です。後ほどご講演されます藪田先生のお話のな
かでも、もしかしたらそういったところに触れて
いただけるかもしれませんが、江戸時代の日本の
庶民が、簡単な本とか刷り物などで、三国志のお
話を見聞きして知り、自分の町にいる町絵師さん
に、子供のために節句幟を作ってくれるようお願
いして、作られた幟だと思います。ですから江戸
時代の人は本当に教養があったんだなあと思いま
した。
　植田家で調査をしていて、３本の幟の中で私が
わかったのは、ヤマタノオロチだけでした。どう
やら中国の人物のようなので、三国志か何かかと
【写真 3】(1) 趙雲と阿斗
【写真 3】(2) 家紋　（左）植田家（右）贈り主
【写真 3】(3)
二引きの鶴
【写真 3】(1) ～（3）「趙雲が阿斗を助ける図」
（幅 93.5cm×長さ 932.0cm；部分）
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思ったのですが、三国志のどの部分にあたるの
かまでは、全然見当がつきませんでした。それで
先ほど申し上げたお２人の学芸員に助けられ、何
とかこうしてご報告することができました。当時
の人たちは基本的な教養といいますか、そういう
素地があって今日ご紹介したような幟を描いても
らったということと、そういった庶民のニーズに
応えて描いてくれるような町絵師が町にいたとい
うことです。もちろんこういった幟を頼むことは、
やはり大変お金の要ることですので、裕福なお宅
だからこそ現在まで伝わったということは間違い
ありません。
　さてこれらの幟以外にも河内で節句幟があった
いくつかの事例をお話しさせていただきます。現
在私が調査で確認しておりますのは、資料館に
３本と、この植田さんのところの３本、あともう
１本、久宝寺のほうに個人のお宅で持っておられ
る節句幟があります。この幟には千成瓢箪が描か
れていて豊臣秀吉であることは間違いないのです
が、他に何人かの武将が描かれているのです。そ
れが誰か特定できていませんで、真田幸村か、加
藤清正なのか、大阪城天守閣の学芸員の宮本裕次
さんにお聞きしましたら、真田幸村か加藤清正、
片桐勝元といったところだそうです。あとは、お
隣の東大阪市のほうに２点ほど節句幟があること
が確認されています。やはりこれだけ大きな物で
すので、うちの資料館やこちらにできる資料館で
展示するとなるとどう展示しようかなぁって思い
ますよね。全部見ていただいてこその節句幟です。
お父さんやお母さんの子供に対する想いが幟に詰
まっています。どこか折り曲げてとか、端折って
とかすると、とてももったいないと思いますので、
ほかの博物館でもなかなか展示する機会がないん
だと思います。
　次は江戸時代の河内に節句幟があったことにつ
いてお話しさせていただきます。資料的なお話に
なるのですが、『河内名所図会』から「八
やおのいち
尾市」
の様子をとりました（【図版 1】）。ご本尊がお地
蔵さんで有名な常光寺の地蔵会の縁日の賑わいの
様子を描いています。この絵の中に実は節句幟が
描かれています。縦ではなく横にして、大胆に使っ
ています。地蔵さんの縁日には門前にいろいろな
お店が並ぶのですが、この雑貨商の庇の代わりに
使っているのは、これは幟ですね。「こんな使い
【図版 1】八尾市の様子 (『河内名所図会』巻四所収　関西大学図書館蔵 )
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方もすんねんなぁ、面白いなぁ」と思いました。
　それであともう１点は『八尾市史』資料編に収
められております「萱村家文書」の中の、天保７
（1836）年申年 11月に出された「当申凶作米穀
高値ニ付倹約仕方帳」に書かれている一節なので
すが、「一、五月五日　幟始祝儀取遣不致、并町
内懇意たり共相招候義無用」とあります。要する
に、幟始で幟を作ったり、ご近所みんな呼んでわ
いわいドンチャン騒ぎをしてはいけませんという
ようなことを言っているのです。ということは、
逆に考えれば、この時期はこのように取り締まら
なければならないほど、こういった幟が盛んに作
られていて、おじいちゃん、おばあちゃん、叔父
さん、伯母さんなどが幟を贈ったりしていたんだ
ということが読み取れるかと思います。ですから、
本来は、このような節句幟が残っていていいはず
なのですが、現在のところ、先ほど申し上げたよ
うに、ほんの数点しか確認しておりません。
　次に植田家の生活がうかがえるような木綿のお
話をしたいと思います。これは何かおわかりにな
りますか。油単ですね。大きい荷物にかけるカ
バーです。丸に卍紋も描かれています（【写真4】）。
この小さいものも油単です。ここに穴があいてお
りますのは、天秤棒を通して担いでいたからです
（【写真 5】）。皆さん納得していただけて嬉しいで
すね。やりがいがあります。若い人は油単を知り
ません。今日、なにわ・大阪文化遺産学研究セン
ターの皆さんが一緒に展示しながら「油単初めて
見ました」などと言っていました。油単というの
はもともと一重の布とか紙などに油を引いて埃や
水気をはじくようにしたところから、油単と呼ば
れるようになりました。調度品などにかけて用い
ます。後々このように家紋や文様を入れるように
なります。植田さんのところには他にもあと何点
か油単が伝わっております。大きいのは１点だけ
で、小さいタイプのものはあと４，５点ありまし
たので、多分セットにして使っておられたんだと
思います。この小さいタイプの油単は、後ろの中
央で紐で結ぶようになっています。大きい油単は
ガバーッと荷物にかけて両サイドについている紐
で軽く結ぶという形になります。皆さんお気づき
でしょうか。小さい油単に描かれた卍と大きい油
単に描かれた卍が逆なんです。これは表紋と裏紋
という使い分けなのかどうなのか現在のところわ
からないんです。それからもう１つ、この染物屋
さん、おっちょこちょいなのかどうかわからない
のですが、見てください。「上田」と書かれてい
るんです。名前が間違って納められているんです
よ。これ代金払われたんでしょうかね。許された
んでしょうか。河内の人やから、「うん、かまへ
んかまへん、もう読めたら一緒やあ」って言いはっ
たんか、えらいお怒りになったんか、それはわか
りません。確かに植田さんのところは「植田」な
んです。ほかに風呂敷とかにも出てくるのも全部、
「植田」なんですけれども、なぜかこれだけ「上田」
になっているんです。
　この風呂敷は１幅で展示しておりますが、実際
の大きさはこれを２枚縫い合わせたものです（【写
真 6】）。このような形になります。対角線上に、
丸に卍紋の家紋が入って、「植田」と書いてござ
います。これは２幅ですね。こちらにかけている
のが３幅です（【写真 7】）。そしてこれが４幅で
【写真 4】家紋名入型染油単 ( 大 )
（幅 208.8cm×長さ 220.5cm）
【写真 5】家紋入型染油単（小）
（高さ 32.7cm×幅 63.5 ㎝×奥行 38.5 ㎝）
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【写真 6】家紋名入型染風呂敷（２幅）
（幅 64.5 ㎝×長さ 75.5cm）
【写真 7】家紋名入型染風呂敷（3幅）
（幅 100.1 ㎝×長さ 106.4cm）
【写真 8】家紋名入型染風呂敷（4幅）
（幅 126.0cm×長さ 144.5cm）
【写真９】菊花七宝繋ぎ文型染布団地
（幅 130.5cm×長さ 162.7cm）
【写真 10】陰陽菊花唐草文型染布団地
（幅 94.3cm×長さ 156.5cm）
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す（【写真 8】）。【写真 8】は安中新田と書いてい
ますので、おそらく別のときにあつらえられたの
だと思います。私がこれらの風呂敷をなぜ並べた
かと申しますと、婚礼用の風呂敷のセットとし
て、４幅、３幅、２幅で作るのが一揃え。そこま
で大仰にしない場合は、３幅、２幅で作るそうで
す。ですから今回はこういった家紋入りの風呂敷
を各々１点ずつしか持ってきておりませんが、あ
と数点それぞれセットになるであろうと思われる
ものがありました。
　それで今度はこちらなんですが、１幅にして
いますけれども型染めの布団地です（【写真 9】）。
それでは髙橋先生が大好きな菊花七宝繋ぎを広
げてみたいと思います。１幅で展示していても
「あぁ、綺麗ねぇ」と思われるかと思うんですが、
４幅になりますとさらに豪華な感じがしますよ
ね。これは多分婚礼のために調えられたものだと
思います。と申しますのは、これは型染めという
技法で、元々白い木綿の布の上に型紙を置いて、
糊を置き、その型紙を順繰りにずっと送っていっ
て、どこで型紙を継いだかわからないように上手
に糊置きをし、染めるときも糊がブチュブチュと
お互いつかないように上手に染めて４幅に縫った
ものです。大変手間がかかっております。ですか
らこういった婚礼用のお布団地には、菊花七宝繋
ぎですとか、菊花唐草がよく描かれます。あそこ
の横にありますけれども、菊のお花と唐草です。
菊も向かって左側が陰、右側が陽になっています。
陰陽菊花唐草と申します。菊は中国で大変めでた
いお花だとされています。この菊と菊のあいだを
埋めるように伸びている唐草は、「伸びる」とい
うところから永遠とか繁栄を表しています。です
から必ず菊と抱き合わせのように、唐草が入って
いるんですね。また資料館で展示資料を見ていた
だいたらおわかりいただけると思うのですが、菊
と唐草あるいは牡丹と唐草の組み合わせだったり
します（【写真 10】）。
　ここまで、河内の裕福なお宅に伝わった木綿資
料ということでご説明してきました。私は、植田
さんのところには、今日お話しした４幅の布団地
がたくさん残っているのかなぁと思っていたので
すが、ちゃんと布団地として残っているのはこの
２点とあと数点ある程度で、大量にドカッと残っ
ているというわけではありませんでした。このよ
うにお布団地のままで残されているものもありま
すが、おそらくバラバラにほどいていろいろなも
のに作り直して使っておられたんだと思います。
やはりそれだけ昔は布が大事なものだったという
ことがよくわかりますね。
　最後に消防法被と消防羽幟をまとめてご説明さ
せていただきたいと思います。明治 11（1878）
年に消防規則というのが制定されます（【史料
1】）。その中に「消防人足ハ一組四十名トス」と
あって、それぞれの役割分担や人数が書いてある
のですが、その中で「小頭二名」とあります。植
田家に残されている木綿資料を見てみると、緑色
の羽織の背中のところに「小頭」と書いてあるん
ですね。小頭の羽織です（【写真 11】）。これは多
分ヒラの消防士さんと色を区別して、現場でわか
りやすくするためだと思います。指揮をとる人間
がどこにいるのかわからなかったらいけないの
で、色を変えているのです。これは藍染めしたあ
とに上から黄色をかけています。そうすると緑色
になります。絵の具と一緒ですよね。青色と黄色
が混ざってこの緑色になります。羽織に書かれて
いる小頭というのは、おそらく「消防規則」の中
の「小頭二名」の小頭を指すものだと思います。
【史料 1】
消防規則
　（明治 11（1878）年 2月 23日制定・3月 20日施行）
　（前略）
第四条　消防人足ハ一組四十名トス
　　　　内
　　　　火掛　三十二名　訳ケ
　　　　ポンプ組　八名
第五条　消防器械左ノ如シ
　　　　纏一本　　　　　　梯子　一挺　
　　　　高張一張　　　　　標旗　一流　
　　　　鎖鍵付麻綱一本　　鳶口　七本　
　　　　刺扠二挺　 　　　     手提灯三張
　　　　櫌二挺　　　　　　大鋸一挺
　　　　斧二挺
　　　　ポンプ一挺　
　　　　　但、ポンプ無之小区ハ龍吐水二挺トス
　　　　水汲ミ桶十個
　　　　　但、張笊ヲ以テ最良トス　（以下略）　
（山中永之佑編『堺県法令集 3』  羽曳野市　1994 年  所収）
頭取一名　人足廿九名
小頭二名
頭取
小頭
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　それで【写真 12】の幟ですが、「渋川郡安中新田」
と書いています。この幟は何に使った幟なのかよ
くわからないのですが、これら消防法被などの一
群の中から出てきているので、何か消防関係のも
のではないかと考えています。「消防規則」を見
たところ、消防器械、つまり機材として、梯子や
纏などいろいろ書いていますが、その中に旗が出
てきます。これは消火のときにバッと旗を掲げて
いって、安中新田から応援に来ましたみたいな感
じで立てたのかも知れませんが、よくわかりませ
ん。
　他に「鳶口七本」と書いて
いますよね。鳶口を備えなけ
ればならないといっているの
ですが、これもちゃんと残っ
ているのです（【写真 13】）。こ
の部分が鳶のくちばしの形に
似ているところから鳶口とい
うらしいのですが、これを建
物に引っ掛けて壊していきま
す。これが鳶口７本のうちの
１本なんだろうかと思いなが
ら、これもまだよくわかって
おりません。
　それでヒラの人の消防法被は、こちらですよね
（【写真 14】）。背の部分に丸に「消」と書いてま
す。表には「安中」と書いています。この消防法
被は資料館がある千塚にも伝わっています。あと
萱振のほうにも消防法被があるのが確認できてい
ます。このヒラの消防法被と先ほどの小頭の消防
法被、同じように裾に２本線が入っていますよね。
これは消火に必要な水を表わしています。これと
同じものがもう１点伝わっています。
　最後に、今日の皆さんはいろいろとよくご存知
なので助けていただきたいと思うのですが、１
点どうしてもわからないものがあります（【写真
15】）。これは何だと思われますか。どうやら文
字をデザイン化した紋のようなのですが、皆さん
は何とお読みになりますか。これを消防法被な
どの仲間に入れていいのかどうか迷っているので
【写真 11】(1) 消防羽織（小頭）（前身ごろ）
【写真 11】(2) 消防羽織（小頭）（後身ごろ）
【写真 12】「渋川郡安中新田」の幟
【写真 13】鳶口
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す。ただ共通点はこの裾模様の波が、幟の波とお
揃いではないかとも思うんです。でも波しぶきは、
幟の裾に書くことが多いのかなあとも思います
し、現に今日入り口のほうにはためいていた関西
大学なにわ・大阪文化遺産学研究センターの幟を
ご覧になられましたか。あれも波しぶきなんです
ね。それで「なんで波しぶきが描かれたのかちょっ
とセンターで研究してよ」って、さっきテーマを
投げかけておきましたので、きっと彼らは答えを
くれるものだと信じて待っております。そういう
ことでこれはちょっと不明なんです。おそらくこ
ちらはどちらかというと、婚礼用の布団地や家紋
入りの風呂敷、油単といったプライベートな場面
で使われたものに対して、もっとオフィシャルな
場面、お仕事に着たユニフォーム的なものなので
はないかという感じがしています。安中新田会所
でのお仕事か何かで使われたものではないでしょ
うか。消防法被などが伝わっているのは、多分植
田さんのところが、この安中新田の中心として集
まるようなところであったためだと思うのです
が、これがよくわからないんですね。ですので皆
さん、よく目に焼き付けて帰っていただいて、「あ
の字ちゃうん！？」とか何かお気付きになられま
したら是非資料館までご一報ください。
　最初に申しましたように、まだ本当に第１次調
査的なものです。どういったものがあるのか、全
部１点１点に番号を付けまして、写真撮影し、寸
法を測ってといった作業をしている中で出て来た
成果をご報告させていただきました。まだまだ未
完成な報告で申し訳ないのですが、いろいろな方
に助けていただきながら、また今回ヒントをたく
さんいただきましたので、この木綿たちが一体ど
ういうふうに伝わったのか、どういう役割を今ま
で担ってきたのかというようなことを、私が少し
でも解明して、会場の皆さんに、八尾の皆さんに、
河内の皆さんに、還元できるようになればいいな
と思っております。
【写真 14】（1）消防法被（ヒラの人が着た分）（前身ごろ）
【写真 14】（2）消防法被（ヒラの人が着た分）（後身ごろ）
【写真 15】（1）文字紋入型染法被（前身ごろ）
【写真 15】(2) 文字紋入型染法被（後身ごろ）
李　熙連伊（い　ひよんい）
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